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春に改修された10号館前のテニス
コートで撮影しました。新しいコー
トだと、やっぱりモチベーションも
上がるそうです。取材記事は38頁に。

表紙の写真
体育会ソフトテニス部

表紙の題字
専修大学文学部名誉教授
書家　仲川 恭司先生

「『育』という字は、赤ん坊が胎
内から頭を下にして生まれてく
る様子と、子どもを女性が両手
で抱きかかえるようにあやす、
子どもを育てる様子を表してい
ます。『友』は手と手が合わさっ
てできた象形文字です。学生が
育つのを支援する友の会という
メッセージを強調すべく、全体
的に肉付きのよいふくよかなイ
メージで書いてみました」

 『育友』は、専修大学一部（昼間部）全学部に在学する
学生の父母（保護者）の会である育友会が、年４回発行
する会報誌です。大学と会員が情報を共有し、互いに
よきメッセージを送り合う場にしたいと考えています。

20	 育友会アクティビティ
 20　神田キャンパス見学会
 21　新旧役員歓送迎会
 22　各地で開催！ 支部懇談会
  群馬支部、神奈川東西合同、千葉東支部、愛媛支部

28	〈シリーズ〉われらイキイキ専修人

	 囲碁で学んだことが実生活で活きた、
	 そう自信を持って言えるように。
	 アマチュア囲碁名人・株式会社クレスコ	システムエンジニア　大関	稔

02	 グラフ専修	学生たちの美味しい顔
06	 特集　就職懇談会ダイジェスト

	 就職の今を知り、
	 親ができることを考える
	 06　１講演	最新の就活動向と専修大学の支援体制
  専修大学キャリアセンター事務部長　閑念文博
	 10　２講演	本学卒業生が語る！採用担当者としての視点
  株式会社キングジム　執行役員人事部長　小島祐介
	 12　３パネルディスカッション　就職活動体験談
	 16　４講演	公務員試験の状況と本学の公務員試験講座について
  専修大学公務員試験講座担当講師　朱	武英

26	 先生紹介
	 文学部長　道家英穂教授
	 新任教員の頃と現在――学生たち、育友会との関わり

19	 学生の挑戦	神田キャンパスで黒門寄席	
	 高座に上がった学生の話芸にかける意外な思い
	 落語研究会・商学部３年　松岡謙心

大雨や台風により被災された皆様に、心からお見舞い申し上げます。
被災された学生・保護者の方への〈経済的支援〉〈心の相談〉については、
学生生活課・学生相談室にお申し出ください。

 　『育友』読者の皆さま、どの学年にあっても就活がとても
気になりますね。就職懇談会は育友会ホームページで公開さ
れており、私のお薦めとしては、卒業生や 4 年次生の動画です。
コロナ禍においても、危機を乗り越える最前線で工夫をする
学生の就活スタイルが伝わってきます。
　我が国は、金融緩和政策、未曾有の円安の中、物価高に見
舞われており、輸入原料・エネルギーの高騰が、日本企業の

稼ぐ形を大きく変えるかもしれません。また新たな政策も必
要かもしれません。
　次世代担い手である専大生は、こんな危機に対しても、きっ
と円安で高度経済成長した日本史も思い出し、粛々と構造変
化を読み取り、業界研究を進め、熱い自己 PR ができている
と感じました。
　是非、学生との日常会話に、無理のない範囲で、ご父母・
保護者の皆さまの就活ネタを織り込んでみてはいかがでしょ
うか。『育友』では、今後も就活コンテンツを提供してまいり
ます。 （担当：澤部光太郎編集委員）

読者アンケートへのご協力をお願いします！
　いつも会報『育友』をご覧いただきありがとうございます。誌面作りの
参考にさせていただきますので、アンケートのご協力をお願いします。右
のQRコードから回答フォームにアクセスいただき、ご回答をお願いします。
　読者アンケートにご協力いただいた方の中から、先着で30名に大学公
認の専大グッズを進呈いたします。11月18日（金）までにご回答ください。

　会報『育友』の専修コミュニティへの投稿に興味のある方、シブコンスタッフに
興味のある方は、読者アンケートフォームに­あるチェック欄に してください。

回答はこちら
※ご入力いただいた個人情報は記載の目的以外には使用
　しません。
※住所変更が生じた場合は、ご子女から教務課窓口
　へお伝えください。

（担当：岡井仁編集委員）

　体育会ユニフォーム図鑑を拝見し、子どもだけでなく、
親も専修大学の部活動を身近に感じることができました。
せっかくなので、練習日、連絡先があると、コロナ禍で子
ども達もなかなか交流ができないので、一つのきっかけに
なるかな、と思いました。『育友』は保護者だけでなく、
子どもも興味を持てる編集がなされていて会話のきっかけ
になります。埼玉・Iさん
　ご活用いただき、ありがとうございます。今後の編集の参考
にさせていただきます。今後ともよろしくお願いいたします。

　グラフ専修は、学生の普段の様子がうかがえて、息子もこ
うして過ごしているのかなぁと想像しています。「教えてあな
たの〇〇」も学生らしくて微笑ましいです。フィルハーモニー管
弦楽団は、活動再開できてよかったですね。聴いてみたいので、
演奏会の情報を教えていただきたいです。東京A・Kさん
　お問い合わせありがとうございます。Twitter 公式アカウント
「@sen_phil」のご確認をお願いいたします。

　体育会ユニフォーム図鑑を楽しく拝見。陸上競技部しか意
識していなかったので興味深かったです。昨年、今年と箱根駅
伝の活躍嬉しかったです。応援しています。神奈川東・Sさん
　応援ありがとうございます。それぞれに活躍する学生の皆さ
まに、引き続きご声援よろしくお願いいたします。

　コロナ禍であっても、少しずつ対面で行えることが増えて
きて嬉しく思いました。そして、コロナ禍の学生達が何を必
要としているかを知りたく思います。援助できることがある
かもしれません。また、学食の人気メニューや、人気の本な
どの記事もあったらと思います。埼玉・Sさん
　ご要望ありがとうございます。今号にて、学食と心に残る一冊
の本を取材しました。是非ご感想をお聞かせくださいませ。

　大学生活が伝わる内容で、読んでいて楽しかったです。
兄弟が別の大学に通っているのですが、白黒の新聞の発行
だけで、学生生活があまり伝わらないものですので、『育友』
のレベルの高さに毎回感動しています！千葉西・Oさん
　ご愛読ありがとうございます。今後も皆さまに、楽しくお役立て
いただける情報をお届けしてまいります。

　われらイキイキ専修人の山口恵理香さんのインタビュー記
事は心に響きました。ご自身では「心が弱い」と述べておら
れますが、いじめの辛い経験から立ち直り、社会人生活での
挫折からも立ち直ることができたのは、生きることに対する
自分の軸をしっかりと持っておられるからだと思います。専
修大学との出会い、そこでの学生生活も、山口さんの人生に
色を添えているのだな、と感じられました。埼玉・Kさん
　ご感想ありがとうございます。編集委員として、皆さまとの出会
いを大切にした誌面づくりを心がけてまいります。

170夏号を読まれた方から感想をいただきました。その一部をご紹介します。
このコーナーに掲載された方には専大グッズを進呈いたします。読 者 声の

読者アンケートを参考に取り上げた記事
は、このマークをつけています。皆さん
もご要望をお伝えください。（ご要望にお
応えできないこともあります。）
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